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　「頭打ち」は、秋祭りに御神幸の供養楽として実りの秋に感謝を込めて奉納される伝統的な

郷土芸能で、秋祭りを彩る中心行事です。「渡り拍子」「楽打ち」などとも呼ばれていて、鐘

や太鼓と一緒に頭が羽毛で作られた飾りをつけることから、この名前がつけられました。

　行事の内容は、社の境内で子どもたちが４人１組で鐘の音に合わせて太鼓を打ち鳴らし飛

ぶように踊ります。元は男子だけで行われていましたが、最近では、女子も加わって奉納さ

れるようになっています。衣装や音楽は、それぞれの神社によって少しずつ違いますが、頭

には、花笠や尾長鳥の尾羽根と馬の毛などで作った「おごり」などをかぶります。

　新見市内では１０月から１１月頃、神郷・哲西・哲多地区などの秋祭りで行われます。な

かでも哲西町大竹地区の神社では、「おごり」をかぶって踊る様子が勇ましくで、他の地区で

は見ることのできない珍しいものです。おおよそ１１月中旬頃までにはすべての地区での「頭

打ち」が終わることとなります。

関係のある場所

この行事について

かしら   う　　　　　　　　　　   あき   まつ　　　　　   ご     しん   こう　　　 く     よう   らく　　　　　　　   みの　　　　 　 あき　　    かん しゃ　　　   こ　　　　 　   ほう   のう　　　　　　　   でん   とう  てき

きょう ど     げい  のう　　　　      あき   まつ　　　　　いろど　　ちゅうしんぎょう  じ　　　　　　   　　   わた　　     びょうし　　        　がく     う　　　　　　　　　　　　　　　　よ　　     　　　　　　　　　　　　   かね

　　 たい    こ　　　  いっ  しょ　　  あたま　   　う     もう　　 　つく　　　   　　　　かざ　　　　             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　な      まえ

　　 ぎょうじ　　　 ない  よう　　　　　やしろ　　 けい   だい　　      こ　　　　　　　　　 　　　　　　   にん              くみ　　　かね　　　  ね　　　　あ　　　　　　 　　 たい    こ　　　　う　　　　な　　　　　　 と

　　　　　　　　　  おど　　　　　　　　　　  もと　　    だん    し　　　　　　　　おこな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さい   きん　　　　　　　    じょ     し　　　 くわ　　　　　　　　 ほう のう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 い   しょう　　    おん  がく　　　　　　　　　　　　　　　　　 じん   じゃ　　　　　　　　　　  すこ 　　　　　　　    ちが　　　　　　　　　　　　あたま

　　　　　　　   はな  がさ　　      お    なが   どり　　　  お       ば        ね　　      うま　  　　 け　　　　　　　　 つく

　　 にい     み       し    ない 　　　　　　　　　　 がつ　　　　　　　　　　 がつ  ごろ　　    しん   ごう　　    てっ  せい　　　てっ    た       ち       く　　　　　 　　　 あき まつ　　　　　  おこな

　　　　　　    てっ   せいちょうおお たけ      ち       く　　　 じん  じゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      おど　　　よう     す　　　 いさ　　　　　　　　　　　    　ほか　　　 ち       く

　　　 み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めずら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がつちゅうじゅんごろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ち       く　　　　　　  かしら

   ぎょうじ

・神郷地区

・哲西地区

・哲多地区

   う　　　　　　　　　お

笠
岡
市

里
庄
町

浅
口
市

井
原
市

矢
掛
町

倉
敷
市

早
島
町

総
社
市

高
梁
市

新
見
市


